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　この９月定例会では、「中央北
地区ＰＦＩ事業に係る協定の締
結」案件を審議しました。
　ＰＦＩとは、公共施設等の建
設、維持管理、運営等を民間の
資金および経営能力や技術的能
力を活用して行う手法のことで、
中央北地区では、医療・住宅・
集客などの多機能が連携する次
世代型複合都市を目指したまち
づくりの推進のため、ＰＦＩ事
業による協定を締結しようとす
るものです。

　委員会審査では、事業スケジ
ュールの詳細や、工事内容の市
民への周知方法のほか、地区内
に設置予定である中央公園の整
備の際に、市民意見を取り入れ
る考えなどについて活発な質疑
が交わされました。
　また、この定例会では、アス
テ川西における「多機能型市民
サービスセンター整備工事請負
契約の締結」案件についても審
議しています。
　その審査では、当初18社によ

る指名競争入札を実施したもの
の、一社のみの応札であったた
め、あらためて一般競争入札
を実施したことから、この一
連の経緯説明や、一社のみの
応札の場合には再積算を行い、
あらためて入札を実施する考
えのほか、設計業務委託およ
び入札手続に係る従来の手法
を社会情勢や経済状況に応じ、
根本的に見直す考えなどにつ
いて、活発な論議が交わされ
ました。

～次世代型複合都市を目指して～
中央公園の整備などで活発な論議

中央北地区ＰＦＩ事業に係る協定の締結案など審議
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　このコーナーでは、市議
会の機能や役割などを紹介
するとともに、１年間にわ
たる議会の活動状況などを
お知らせしています。
　今回は、市長から議会に
提出される議案の審査など
について、本会議の開会か
ら閉会に至るまでの流れを
紹介したいと思います。

議案審議の流れみんなの
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第１日（８月29日）
○会期の決定
○教育委員会委員の選任〔１議案〕⇒表決
○市功労者表彰〔１議案〕⇒表決
○平成24年度水道事業会計決算認定など〔10議案〕⇒市長提案説明

〈議　案　熟　読〉
第２日（９月５日）
○平成24年度水道事業会計決算認定など〔10議案〕⇒質疑・委員
会付託
○多機能型市民サービスセンター整備工事請負契約の締結〔１議案〕
⇒市長提案説明
○請願〔２件〕⇒委員会付託
○一般質問
第３日（９月６日）
○一般質問
第４日（９月９日）
○一般質問
○多機能型市民サービスセンター整備工事請負契約の締結〔１議案〕
⇒質疑・委員会付託

〈常任委員会・決算特別委員会審査〉
第５日（９月20日）
○平成24年度一般会計予算継続費精算報告〔１件〕⇒報告
○平成24年度一般・特別会計決算認定〔７議案〕⇒市長提案説明
第６日（９月26日）
○平成24年度一般・特別会計決算認定〔７議案〕⇒質疑・付託

〈決算特別委員会審査〉・・・継続審査
○平成24年度水道事業会計決算認定など〔11議案〕⇒各委員長報
告・質疑・討論・表決
○請願〔２件〕⇒委員長報告・質疑・討論・表決
○意見書案〔１件〕⇒表決
○市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正〔１議案〕⇒提
案説明・質疑・討論・表決

　通常、市長から議会へ提出
される議案は、本会議の第１
日目（招集日）に上程され、
会期中の本会議や委員会で、
市民の皆さんの意見や要望が
反映されているか、市政が適
切に運営されようとしている
かなど、幅広い視点から審議
されます。

☆　　　☆　　　☆
①提案説明～議案熟読
　まず、議案提出と同時に、
提案者である市長から提案説

明があります。その後、議案
熟読日（議員が会議までに議
案を研究する）を設けて、多
角的な検討を加えます。
②議案質疑
　本会議において、議員が、
議案の内容や考え方等につい
て、不明な点を質問します。
③委員会付託～委員会審査
　議案は、担当する各常任委
員会へ分けて付託（審査を委
ねること）され、専門的かつ
重点的に審査されます。

④委員長報告
　委員会の審査が終了すると、
本会議で、各委員長から審査の
経過と結果が報告され、その報
告に対する質疑も行われます。
⑤討論
　議員が、本会議において、
議案に対して賛成または反対
の意見を表明し、賛同者を得
るよう説得を行います。
⑥表決
　議案審議の最終段階では、
本会議で採決され、各議員が

賛否の意思表示をします。こ
れにより、議案に対する議会
の意思が決定されることとな
ります。
　案件によっては、即決（委
員会への付託を省略し、本会
議で直ちに決する）するもの
もありますが、おおむね、以
上のような経過を経て、議案
審議が行われます。

☆　　　☆　　　☆
　議会では、議案を可決した
後も、その執行状況を調査す
るなど、皆さんの意見や要望
が十分、市政に反映されるよ
う努めています。
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地方税財源の充
実確保を求める
意見書〈要旨〉

　地方財政は、地方税収の低
迷等により厳しい状況が続い
ている。
　国では、地方公務員の給与
削減を求めるとともに、地方
交付税の歳出特別枠の解消が
示されているが、この特別枠
は、雇用対策や地域経済活性
化の財源であるため、その解
消は、地方経済の停滞を招く
おそれがある。
　よって、当市議会は、国
が、歳出特別枠の解消など、
一方的な減額を行わないほ
か、地方交付税の法定率の引
き上げを含めた制度の抜本的
見直しを行うとともに、地球
温暖化対策譲与税を新たに創
設するなど、地方税財源を確
保する仕組みを構築するよう
要望する。

○要望書（育成会活動の拠点と
なる場所の提供等について）

○要望書（中度の障害・療育手
帳所持者への通院医療費の助
成等について）

○「森林吸収源対策及び地球温
暖化対策に関する地方の財源
確保のための意見書採択」に
関する陳情

○「『子宮頸がん検診対策の充
実』を促進し、ＨＰＶ予防ワク
チン接種事業の一時中止を求
める意見書」提出に関する陳
情

○母（朱春菊）が中国で不法に逮
捕されている件に関する要望

○精神障がい者の福祉施策に関
する要望書

○議員協議会（地域分権推進基本
方針（案）について）
○新名神高速道路周辺対策特別
委員会（新名神高速道路建設に
ついて）
○議会運営委員会

○議会運営委員会
○まちづくり調査特別委員会（中
央北地区整備事業の進捗状況に
ついて）
○議会運営委員会
○議員協議会（教育委員会委員の
選任について）
○総務生活常任委員協議会（市民
体育館建替えに係るＰＦＩ事業
について）
○第４回市議会定例会（招集日）
○議会運営委員会

○議会運営委員会
○第４回市議会定例会（第２日）
○第４回市議会定例会（第３日）
○議会運営委員会
○第４回市議会定例会（第４日）
○総務生活常任委員会
○総務生活常任委員協議会（川西都
市開発株式会社の経営について）
○厚生常任委員会
○厚生常任委員協議会（平成25年
第２回猪名川上流広域ごみ処理
施設組合議会（定例会）議案の報
告についてなど）
○建設文教公企常任委員会
○公営企業会計決算審査特別委員会
○議会運営委員会
○議員協議会（川西市アステ市民
プラザの設置及び管理に関する
条例（案）要綱について）

○第４回市議会定例会（第５日）
○第４回市議会定例会（最終日）
○一般会計決算審査特別委員会
○特別会計決算審査特別委員会

○一般会計決算審査特別委員会
○一般会計決算審査特別委員会
○一般会計決算審査特別委員会
○特別会計決算審査特別委員会
○議員協議会（地域分権推進基本
方針について）
○建設文教公企常任委員協議会
（小学校施設耐震化・大規模改
造ＰＦＩ事業の事業者選定結果
について）
○議会運営委員会
○建設文教公企常任委員協議
会（公営住宅基本計画につい
て）
○広報委員会
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議員　近年、胃がんの原因とされる
ピロリ菌感染による胃粘膜の萎縮を
血液で調べる胃がんリスク検診を導
入する自治体や企業が出てきている。
　胃がん検診率が低迷している状況
であり、従前のがん検診に代わるも
のとして注目されていることから、
当該検診を導入する考えを伺いたい。

健康福祉部長　国では、胃がんリス
ク検診を胃がん検診として推奨して
いないことや実施費用の増加等が想
定されるため、今後の国の動向や実
施環境等を見極めて判断したい。
　また、一定の効果が見込まれるこ
とから人間ドックのオプションとし
て検討する価値はあると考える。

　一般質問は、本会議第２日から第４日までの３日間にわたり行われ、17名
の議員が、47項目について質問しました。
　ここでは、そのうち17項目について、質問と答弁の要旨を掲載しています。
そのほかの質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載分を除く）」をご参照ください。
　なお、当市議会では、質問方法を一括質問一括答弁方式または一問一答方
式の選択制としています。

議員　官公需の発注については、23
年３月議会での一般質問に対して、
「官公需についての中小企業者の受
注の確保に関する法律」の趣旨を踏
まえ、市内の中小企業者への発注に
努めているとの答弁がなされた。
　そこで、現在の発注状況や市内の
中小企業者への発注率を高めるため、
分離・分割発注を実施できないか。

市民生活部長　市内を中心とした中
小企業への発注状況は、24年度で市
全体の発注金額のうち、73.8％を占
めている。
総務部長　分離・分割発注について
は、発注に合理性があれば対応すべ
きと考えるが、受ける側の競争体制
が整っていないと思われるため、検
討課題と考えている。

議員　多田院地区の猪名川河川改修
工事に伴い、県道川西篠山線の付替
道路が完成したが、多田大橋西詰め交
差点北行き車線には右折レーンがな
く、渋滞が頻発している。
　27年度完了予定の多田
大橋拡幅工事に合わせ、
右折レーンの設置を県へ
求める考えはないか伺い
たい。
まちづくり理事　多田大
橋拡幅工事では交差点の
改良も予定されているた
め、これに合わせ、右折
レーンを設置するよう市
として申し出ている。

　県の宝塚土木事務所では検討設計
委託業務を発注予定と聞き及んでお
り、橋の拡幅工事に合わせ設置され
るよう、引き続き要望していく。

議員　本年７月に宝塚市役所におい
て放火事件が発生したが、万が一に
備えた本市の取り組みを伺いたい。
　また、トラブル事例の共有や不審
者への対応など、未然の防止が重要
であるため、その対策を伺いたい。
総務部長　本市では、各職場に取締
要員を配置し、事件発生時には110

番通報等を行っているが、当該事件
後、新たに「さすまた」を配備した。
　また、不当要求行為等防止対策委
員会で危険事例の情報交換をしてい
るが、危機管理に対するアイデアも
出していきたい。
　未然防止策については、警備員の
巡回を増やして対応している。

議員　近年は、自転車の利用者増加
に伴い事故も増加しており、本市に
おいても同様の傾向にある。

　本年６月公布の改正道路交通法に
は、自転車の左側通行の徹底等、安
全対策が盛り込まれたが、市として
取り組み方針を明確にするため、
条例を制定する考えはないか。
まちづくり理事　本市では、川
西警察署等の協力を得て、自転
車の安全利用に対する啓発活動
などを行っており、今後さらな
る充実を図りたい。
　条例については、宝塚市が本
年10月から施行予定の他は例が
なく、その必要性は道路交通法
で規定があるため、他市の状況
を踏まえ判断する。

議員　老人福祉法では、後見等の業
務を適正に行える人材の育成や活用
等を市町村の努力義務としている。
　市では、昨年10月に成年後見支援
センターを開設し、市民後見人を養
成しているが、意欲や技術の維持・
向上が課題であるため、スキルアッ
プするための取り組みを伺いたい。

健康福祉部長　本市では、養成後に
対人援助技術や実践活動研修などを
行ってきた。
　今後は基礎を振り返り、実務を段
階的に学ぶ仕組みの構築や、活動に
必要な情報提供の場を検討するほか、
見守り体制の強化を検討するため、
市民後見人の協力もお願いしたい。

議員　本市では、施設等で障がい者
への見守りや社会に適応するため、
基本的な訓練を行う日中一時支援事
業を実施している。
　当事業の人員配置は、利用者６人
に対して従事者１人であるが、実態
は安全面等から１対１で行っている
ため、基準を改善する考えはないか。

健康福祉部長　当事業の人員配置に
ついては、障害福祉サービスの短期
入所事業所の基準としている。
　基準の改善については、充実した
支援となる一方で、事業所の経営が
困難となり、サービスの減少が懸念
されるため、当面は現状の基準を維
持しつつ、今後の検討課題としたい。

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

議員　生活保護基準が本年８月に見
直されたが、その内容を伺いたい。
　また、市負担である生活保護費の
４分の１は、地方交付税で相当額が
措置されるため、これにより減額分
を補塡する考えはないか。
健康福祉部長　24年度の生活扶助基
準の10％を限度に、本年８月より３
年間をかけて均等に減額される。

　現行の法制度では、市として補塡
する手だてはないため、生活保護法
の趣旨を踏まえ、最低生活の保障や
受給者の自立助長に取り組んでいき
たい。
総合政策部長　生活保護以外の行政
項目も算定基礎となっているため、
保護費への充当は、地方交付税の考
え方になじまないと思われる。
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右折レーンを設置できないか
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交通
対策
交通
対策

福祉福祉福祉 日中一時支援事業日中一時支援事業
人員配置基準を改善する考え聞く

保健保健保健 胃がんリスク検診胃がんリスク検診
導 入 す る 考 え 問 う

福祉福祉福祉 生活保護費の削減生活保護費の削減
市 が 補 塡 す る 考 え は

福祉福祉福祉 市民後見人のスキルアップ市民後見人のスキルアップ
市 の 取 り 組 み 示 せ

総務総務総務 万が一の事件に備えろ万が一の事件に備えろ
本市の危機管理体制など問う

総務総務総務 市内中小企業者への発注率向上を市内中小企業者への発注率向上を
分離・分割発注を実施できないか



吉田　　進
北上　哲仁
土田　　忠
大矢根秀明
住田由之輔
梶田　忠勝
宮坂満貴子
多久和桂子
大﨑　淳正
北野　紀子
福西　　勝
平岡　　譲
黒田　美智
岡　　留美
鈴木　光義
安田　忠司
小山　敏明

（発言順）

○アベノミクスの影響について
〇共通番号制度について
〇地域分権推進基本方針（案）につい
て（地域説明会での現状と課題、コ
ミュニティとのかかわり方の考え、
今後の取り組みとスケジュール）
〇庁舎内における夏季期間中の勤務
時間について（平成22年・23年及
び24年の７・８月の電気使用量と
電気料金、昼休み時間を変更した
目的と実際に実施した効果と課題、
今後の勤務時間変更）
〇男女共同参画を更に着実に進める
ための取り組みについて（これまで
の取り組みの総括、市としての男女
共同参画への取り組み、以上を踏
まえた今後の具体的な政策展開）
〇「障害者優先調達推進法」施行後
の取り組みについて
〇「障害者総合支援法」で、障がい福

祉サービス対象に追加された難病
による障がいについて
〇知的障がい者の「住まい」について
〇川西市国民健康保険加入者の健
康寿命の延伸と同保険の適正化に
ついて（レセプトの分析を行い健康
管理上問題のある市民に対して個
別に助言・指導を行う体制づくり、レ
セプトの分析による医療費の圧縮
と保険料の適正化推進）
〇国民健康保険事業特別会計の収
支と今後の見通しについて
〇成年後見制度の普及と充実を図る
ための体制整備について（開設か
ら１年近くが経過した成年後見支
援センターの現状と課題、市民後
見人の選任に向けての今後の具体
的なスケジュール）
〇生活保護費の基準見直しについて
〇就学前発達障害児の早期支援シス

テムの構築について（川西市にお
ける乳幼児・１歳半・３歳児健診の状
況、５歳児保護者・保育者への発達
質問票実施の見解、質問票の評価
による相談事業やその後のサポー
ト体制の強化）
〇本市の国保特定健康診査とがん検
診の同時実施による効果について

〇改正動物愛護法と本市の動物愛護
行政について

〇「資源ごみ持ち去り防止条例」の制
定について（「資源ごみ持ち去り」
行為について、「資源ごみ持ち去
り」の苦情と対策、本市に「資源ご
み持ち去り防止条例」を制定する
こと、条例を制定している近隣市の
状況）

〇地域を元気にする中小業者支援に
ついて（市内経済の現況と中小業
者の状況、アベノミクスの円安によ

る市内中小企業・小規模業者への
影響と見通し、資金繰り支援策、中
小企業振興条例）

〇川西都市開発（株）再建計画の進
捗について

〇住宅密集地における里道・市有地
の取り扱いについて（防災上里道
等は緩衝地として残すべきこと、取
り扱い規則・要綱をつくること、消え
た里道・市有地対応策）
〇自転車の交通事故防止への取り組
みについて（自転車レーンや歩道
のセミフラット化に向けた整備方
針）

〇中央北地区仮換地後の対応策につ
いて（施工前後の地積変更、事業
費確保のめど、市財政との整合性）
〇中央北地区内への市道４号線、川
西篠山線からの進入道路及び交差
点の信号について

〇大規模団地の再生支援について
（現状認識）
〇「南部のまちづくり」計画における
基本姿勢について（市の基本的な
考え、計画書作成日程）

〇臨時講師の任用について（産休等で
長期休暇に入る教諭と臨時講師との
引き継ぎ方法、臨時講師の採用方法）
〇「食育」「食農」の取り組みについて
〇漫画『はだしのゲン』に対する本市
の考え方について

〇インクルージョン教育と川西養護
学校について（小中学校の特別支
援学級）

〇公立幼稚園における幼保一元化に
ついて
〇「市内公民館」における駐車スペー
スの現状について（公民館におけ
る駐車場整備を行う考え方、近隣
の空き地等を利用する考え方）

一般質問
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く
）
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議員　本市では、地域分権制度を推
進するため、地域における総合的な
自治を目指す「地域自治組織」を立
ち上げようとしている。
　しかし、当該組織は、コミュニテ
ィを中心にするにせよ、新しい組織
とするにせよ、屋上屋を架すもの
と考えるため、撤回する考えはな
いか。
市長　本市では、地域分権制度につ
いて平成23年度から２カ年をかけて
各地域と対話を重ね、また、本年７
月からは説明会を開催し、地域分権
推進基本方針案についてご意見等を
いただいた。
　地域活動は厳しい環境にあるが、
本市の財産であるコミュニティ活動
等の地域力により、地域分権制度が

本市で必ずや機能し、地域や市の活
性化につながると確信している。

議員　さきの３月定例会で、住民票
の写し等を第三者に交付した場合、
その交付した事実を事前登録した人
へ通知する「本人通知制度」につい
て質問したが、その進捗状況や実施
の際の市民への周知方法を伺いたい。
市民生活部長　当該制度の導入につ
いては、他市の事例を参考に要綱の
作成に努めている。

　また、交付請求者の個人情報の開
示範囲や、戸籍等の電算システムの
改修といった課題等があるため、そ
れらの課題を整理し、本年度中に事
前登録を受け付けたい。
　市民に対しては、広報誌やホーム
ページへの掲載、および公民館等に
パンフレットを置き、制度の周知を
図りたい。

議員　中央北地区整備事業では、昨
年12月に仮換地指定（区画整理で移
転予定地を指定すること）を終えた
ところである。
　その後の事業進捗や、産業廃棄物
の不法投棄への対応状況を伺いたい。
中央北整備部長　区画道路の整備や
火打前処理場解体工事等の工程につ

いては予定どおり進捗しており、現
在は、地権者との移転補償交渉に鋭
意取り組んでいるところである。
　懸案となっていた処理場南側の廃
棄物については、すでに原因者によ
る撤去が始まっており、他の不法投
棄についても警察の捜査が進展して
いるとの情報を得ている。

議員　平成28年度末に、新名神高速
道路が供用開始予定となっている。
　その一方で、本市では、25年３月
に都市計画マスタープランを改定さ
れたものの、当プランには、高速道

路周辺地域におけるまちづくりの具
体的な計画記述がないことから、そ
の計画内容について伺いたい。
都市整備部長　新名神高速道路周辺
のまちづくりは、喫緊の課題であり、

現在、適切な土地利用を図
るため、土地利用計画を策
定中である。
　地元の方々からは、現状
の生活環境を守りたいとい
った声がある一方で、都市
的な土地利用を図りたいと
いった声もあることから、
地元の方々や事業者等と意
見調整をし、26年度末まで
に計画策定を完了したい。

議員　本市には、290カ所の公園が
あるが、大半の公園は高度経済成長
期に整備されたため老朽化している

ことから、今後の公園整備計画につ
いて伺いたい。
まちづくり理事　本市では、公園利
用者の安全性の確保と公園施設の整
備に係る経費縮減の観点から、老朽
化が進む公園施設を計画的な更新や
修繕などで、公園を予防保全型の管
理へと転換すべく公園施設長寿命化
計画の策定作業を進めている。
　今後は、子どもから高齢者までが
安全・安心に公園が利用できるよう、
バリアフリーも含め、適切な維持管
理と再整備に努めたい。

議員　本市では、本年８月から子ど
も・子育て会議を開催し、川西市子
ども・子育て支援新制度実施に向け、
事業計画等を策定するとしている。
　そこで、女性の社会進出やワー
ク・ライフ・バランス（仕事と生活

の調和）の推進といった視点での
支援を実施する考えについて伺い
たい。
こども家庭部長　女性の社会進出に
は子育て支援充実が重要との認識か
ら、国が保育所整備等を支援する
「待機児童解消加速化プラン」の事
業を本市も積極的に活用しつつ、し
っかりと事業計画策定に取り組みた
い。
　ワーク・ライフ・バランスについ
ては、今年度からの第３次男女共同
参画プランで重要課題の一つに位置
付けており、その浸透に努めたい。

議員　本市の小中学校でインクルー
ジョン教育（全ての子どもが共に学
び共生社会を目指す教育）を推進す
るに当たっての課題や、川西養護学
校の役割について伺いたい。
教育振興部長　施設のバリアフリー
化や教員の資質向上などが課題であ
るほか、インクルージョン教育は、

子どもの多様性に応じて、さまざま
な学びの場を柔軟かつ効果的に選択
できることが重要である。
　川西養護学校は、他校にない専門
性と設備等の積極的な提供が求めら
れ、同校と各校の特別支援学級・通
常学級の組み合わせにより個々の教
育ニーズへの対応を進めている。

議員　近年では夫婦共働きなどの増
加に伴い、公立幼稚園での延長保育
を望む声が高まっている。
　近隣市ではすでに実施していると
ころもあるが、本市ではいかがか。
教育振興部長　いわゆる預かり保育
については、川西市幼児教育問題審
議会による平成21年11月の答申にお

いて、検討を十分に行った上で実施
することが望ましいと示されている
ため、実施を前提として、先進自治
体の視察など、研究を進めている。
　運営体制の確立や保護者の費用負
担など解決すべき課題は多いが、公
立幼稚園の活性化のためにも、前向
きに検討したい。

議員　本市には、建設から約40年が
経過した団地型分譲マンションが多
数あるが、建て替えには居住者の合
意形成など、数々の課題が存在する。
　そこで、市として現状認識と課題
解決を支援する考えを伺いたい。
都市整備部長　近い将来一斉に建て
替え時期を迎えるが、入居者の高齢
化により一層合意形成が困難になる
と予想されるため、市としては、早
期に合意形成を図る活動に取り組ん
でいただく必要があると考えている。

　このため、国の再生支援制度の活
用と併せて、居住者への適切な助言
を行う専門家の紹介といった情報提
供など、側面支援を行っていきたい。

新名神高速道路建設現場新名神高速道路建設現場新名神高速道路建設現場

地域自治組織の設立地域自治組織の設立
撤 回 す る 考 え は

企画
政策
企画
政策
企画
政策

団地型分譲マンションの建て替え団地型分譲マンションの建て替え
市の現状認識と支援策問う

企画
政策
企画
政策
企画
政策

迫る新名神高速道路の開通迫る新名神高速道路の開通
周辺地域のまちづくり計画示せ

まち
づくり
まち
づくり
まち
づくり

中央北地区整備事業中央北地区整備事業
事業の進捗状況など聞く

まち
づくり
まち
づくり
まち
づくり

教育教育教育 公立幼稚園の延長保育公立幼稚園の延長保育
ニーズに応える考えないか

教育教育教育 インクルージョン教育の推進インクルージョン教育の推進
課題や川西養護学校の役割など問う

市民の個人情報を守れ市民の個人情報を守れ
「本人通知制度」導入の進捗聞く

市民
生活
市民
生活
市民
生活公園公園公園 公 園 の 老 朽 化公 園 の 老 朽 化

今 後 の 整 備 方 針 示 せ

子ども子ども子ども 子ども・子育て支援の充実を子ども・子育て支援の充実を
新制度実施への方策聞く
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古紙再生紙を使用しています

■全員賛成■
〈条例の一部改正〉

○川西市税条例等（総務生活）
○川西市付属機関に関する条例（建設文教公企）

〈補正予算〉
○平成25年度川西市一般会計第２回補正（各委分
割付託）

○平成25年度川西市国民健康保険事業特別会計第
２回補正（厚生）

○平成25年度川西市介護保険事業特別会計第１回
補正（同）

○平成25年度川西市中央北地区土地区画整理事業
特別会計第２回補正（建設文教公企）

〈決　算〉
○平成24年度川西市水道事業会計決算認定（公企
会計決算特別委）

○平成24年度川西市下水道事業会計利益の処分及
び決算認定（同）

〈その他〉
○教育委員会委員の選任
○市功労者表彰
○川西市中央北地区ＰＦＩ事業に係る協定の締結
（建設文教公企）
○地方税財源の充実確保を求める意見書

■賛成多数■
〈決　算〉

○平成24年度川西市病院事業会計決算認定（公企
会計決算特別委）

〈その他〉
○多機能型市民サービスセンター整備工事請負契
約の締結（総務生活）

■賛成少数■
〈条例の一部改正〉

○川西市議会議員の議員報酬等に関する条例
■継続審査■
〈決　算〉

○平成24年度川西市一般会計決算認定（一般会計
決算特別委）
○平成24年度川西市国民健康保険事業特別会計決

算認定（特別会計決算特別委）
○平成24年度川西市後期高齢者医療事業特別会計
決算認定（同）

○平成24年度川西市農業共済事業特別会計決算認
定（同）

○平成24年度川西市介護保険事業特別会計決算認
定（同）

○平成24年度川西市用地先行取得事業特別会計決
算認定（同）

○平成24年度川西市中央北地区土地区画整理事業
特別会計決算認定（同）
――――――――【請　　願】――――――――

■採　　択■
○川西市男女共同参画条例の制定を求める請願書
（厚生）

■不 採 択■
○最低賃金制度改正についての意見書提出を求め
る請願書（総務生活）
―――――――【市長からの報告】―――――――
○平成24年度川西市一般会計予算継続費精算報告

【注】（　）は付託された委員会です。

この市議会だより1部を発行する経費は約9円、配布する経費は約4円です

問

問 問

問

答 答

答

答

答

■平成25年度川西市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第２回）
今回の補正については、国庫
支出金等の返還が主な理由と

なっている。
　現在、国において行われている医
療制度改革に関連して、課税限度額
の改定が議論されているが、本市の
国民健康保険事業運営における影響
や今後の取り組み内容について伺い
たい。

本市での課税限度額の設定基
準については、条例により、

国の定めた上限額を適用するという
内容になっているため、国の基準が
変更されると、その額が市の課税限
度額となる。

■平成25年度川西市介護保険事業
特別会計補正予算（第１回）
介護保険制度については、国
で見直し作業が進んでおり、

同制度から要支援者の切り離しなど
が検討されている中、本市における
新たな介護保険計画策定のスケジュ
ールや介護保険制度の今後の方向性
について伺いたい。

本市では、新たな計画である
第６期介護保険計画が27年度

から始まるため、その計画策定を26
年度に予定している。要支援者の切
り離しについては、財源やサービス
体制の内容等が、国から示されてい
ないため、国や県の動向を見ながら、
当該計画の策定を進めたい。

問

常任委員会報告常任委員会報告常任委員会報告常任委員会報告

建設文教公企常任委員会図書購入費など追加補正も
中央北地区ＰＦＩ事業に係る協定を可決

　川西市議会では、本会
議や議会運営委員会、常
任・特別委員会など、全
ての会議を公開していま
すので、ぜひ傍聴にお越
しください。
　次の定例会は、11月下
旬から開かれる予定です。
　会議の開催日程などは、
市議会事務局（TEL：740- 
1255）にお問い合わせい
ただくか、市議会ホーム
ページをご覧ください。

　川西市議会では、全ての会議
を「会議録」として記録しており、
この市議会だよりに掲載してい
る内容の詳細をご確認いただけ
ます。
　会議録は、冊子として市議会
事務局や中央図書館、市役所の
市政情報コーナーに備えている
ほか、市議会ホームページにも
掲載していますので、どうぞご
覧ください。
　なお、会議録の作成には数カ
月かかりますので、ご了承くだ
さい。
　また、市議会ホームページに
は会議録だけでなく、会議の開
催日程や、議員の政務活動費に
ついても掲載していますので、
ご利用ください。 

■川西市税条例等の一部を改正する
条例の制定について
　本案は、地方税法の一部を改正す
る法律の制定等に伴い、川西市税条
例をはじめ、川西市税外収入金に係
る督促手数料及び延滞金の徴収等に
関する条例など、８つの条例の一部
を一括して改正するものである。

今回の改正案では、延滞金の
加算割合が引き下げられるな

ど、おおむね市民負担が軽減される
方向であるが、期限内の納付が困難
な納税者もいることから、延滞金徴
収に対する市の考えについて伺いた
い。

市税については、税収額を確
保する観点から、納期限を設

けているが、延滞金の徴収について
は、期限内で納付された方との公平
性を保つため、必要であると考えて
いる。
　しかし、納付が困難な方に対して
は、納税相談等を実施しており、納
税しやすい環境整備に努めている。

◇　　◇　　◇
賛成意見　市税の延滞金については、
可能な限り低い金額で課すべきと考
えており、今回の改正は、その金額
を引き下げる内容であることから、
本案に賛成する。
■多機能型市民サービスセンター整
備工事請負契約の締結について
　本案は、アステ川西において多機
能型市民サービスセンター整備工事
を実施するに当たり、請負契約を締
結しようとするものである。

本工事の入札については、当
初18社による指名競争入札で

あったが、一社応札となったため、
競争性確保の観点から一般競争入札
を実施したものの、応札者は一社の
みであった経緯がある。

　これは、入札へ至るまでの手続き
に課題があるためだと考えるが、市
の見解を伺いたい。

今回の工事内容は、夜間工事
や店舗の営業時間内の工事で

あることから、工事の難易度が高い
ため、入札参加者が少なかったもの
と考えている。
　また、当該工事における設計につ
いては、別業者に委託しており、設
計施工一貫方式が主流になりつつあ
る中で、仕様書により部材や工法等
が指定された工事では、施工者の工
夫の余地が少ないため、経費の圧縮
も厳しいと思われる。
　従って、今後の発注方法について
は、大規模な案件では、ＰＦＩ（民間
のノウハウを活用し公共施設等の設
計・建設等を一体的に行う手法）も
考慮するなど、関係諸課が集まり、
他の方法についても検討していきた
い。

◇　　◇　　◇
反対意見　本案は、アステ川西の管
理会社である川西都市開発株式会社
への再建支援策の一環として当該セ
ンターを開設するものであるが、市
に大きな財政負担を強いる支援は、
市民の賛同を得難いと考えることか
ら、本案には賛成できない。

■川西市中央北地区ＰＦＩ事業に係
る協定の締結について
　本案は、川西市中央北地区PFI事
業を施工するに当たり、財政負担の
平準化と民間事業者のノウハウを活
用した総合的なまちづくりを推進す
るため、協定を締結しようとするも
のである。

今回の協定では、まちづくり
コーディネート業務として、

市民参加による展開業務に2070万円、
マネージメント推進業務に1830万円
と低炭素まちづくり推進業務に2120
万円の、合計6020万円が計上されて
いるが、それぞれの業務内容につい
て伺いたい。

市民参加による展開業務につ
いては、さまざまな立場の

人々が集まって、意見や提案をまと

めあげる市民ワークショップを開催
し、中央公園やせせらぎ遊歩道での
実施設計・施工・維持管理の各段階
における市民参加を促す仕組みづく
りを行うこととしている。
　そのほか、中央公園やせせらぎ遊
歩道において、未利用エネルギーの
活用技術や省エネ技術を展示するな
ど、参加者に低炭素化への取り組み
を理解してもらえるよう、環境学習
を実施することとしている。
　マネージメント業務については、
中央北地区内におけるＰＦＩ事業に
関する工事および市が直接発注する
工事のほか、水道・ガスといった占
用者の工事などの工程の調整を行う
内容となっている。
　低炭素まちづくり推進業務につい
ては、「川西市中央北地区低炭素ま

ちづくり計画」に基づき、
低炭素建築物の誘導や二
酸化炭素発生量の可視化
を行い、居住者や事業者
に対して結果報告などを
行うこととしている。
■平成25年度川西市一
般会計補正予算（第２
回）＜分割付託＞
今回の補正では、
公益財団法人兵庫

県市町村振興協会から図

書整備支援事業交付金を受け、中央
図書館の児童用図書に37万5000円、
一般用図書に240万円の合計277万
5000円の図書購入費が追加されよう
としている。
　そこで、図書の選定方法や蔵書に
おける市民要望の反映状況について
伺いたい。

図書の購入については、本の
選定や配架（資料・図書を一

定の分類方式に従って書架に並べる
こと）および廃棄のそれぞれの担当
により構成される選書会議を１カ月
に１回の割合で開催しており、その
会議において１カ月単位の購入を計
画している。
　また、図書の要望については、窓
口や電話での要望があるため、その
内容をカードに記入した上で、会議
において選定を行っている。

問

答

審 議 案 件審 議 案 件

　今期定例会において、請願等を除き常任委員会で審査された議案
は、総務生活委員会２件、厚生委員会２件、建設文教公企委員会３
件、三つの委員会に分割付託された補正予算案１件の計８件です。
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、そ
の要旨を掲載しています。

総務生活常任委員会
市税条例等の一部改正で論議
多機能型市民
サービスセンター整備工事請負契約も厚生常任委員会介護保険事業会計補正予算も

中央図書館

会議録・市議会
ホームページのご案内

国民健康保険 国庫支出金の返還金を審議

市立中央図書館市立中央図書館


